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　大町市内にはいくつもの博物館、美術館が点在しています。
　この紙面をお読みになっているあなたはいくつの博物
館、美術館をご存知でしょうか。さらに実際にお出かけい
ただけた館は、いくつおありでしょうか。
　入館料だけで、運営経費を賄うことは極めて困難と言わ
れる博物館や美術館が点在することは、特筆すべき街の財
産かも知れません。
　各館は着地型観光の受け皿として、特に雨天時の来館者
増に経営面では感謝しつつも、本来の学習施設として入館
者をお迎えすることにも期待していますし、その学びの好
奇心に応えられる博物館・美術館であり続ける必要性も
強く感じているのです。
　これら市内博物館・美術館により、「各館相互の連絡と
協力を図り、活動の推進を通じて教育と文化の向上に努
め、地域に寄与することを目的に」と謳った「大町博物館
連絡会」が組織されています。共同事業として「おおま
ち博物館めぐり案内図」を作成し、観光協会や市内ホテル

等を通じて配布して、博物館群の存在をお伝えしてきました。
　昨年から「おおまち博物館めぐりスタンプラリー」という複
数の博物館、美術館に足を運んでいただくための取り組みも始
め、今年度も4月1日からスタートします。
　皆様の好奇心に応えられる博物館群となれるよう、取り組ん
で行きたいものです。

西田 　均大町市内の博物館群とその連携
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市立大町山岳博物館　編集責任者　鳥羽章人
TEL. 0261-22-0211  FAX. 0261-21-2133
　　E-mail:sanpaku@city.omachi.nagano.jp
URL:http://www.omachi-sanpaku.com

編集・発行

― 創立 1951 年 ―

４月号
第 61 巻  第３号

2016 年

発行日　2016 （平成 28）年３月 24 日

印　刷　有限会社北辰印刷
〒398-0002 長野県大町市大町 3871-1
TEL.0261-22-3030   FAX.0261-23-2010

今月の１枚　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ページ

 ・「大町市内の博物館群とその連携」

さんぱく昨年の活動から ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２～３ページ

平成28年度  博物館年間スケジュール　‥‥‥‥ ４ページ

無  料
Free

博物館施設
案内はこちら

・市立大町山岳博物館　・大町エネルギー博物館
・大町ダム情報館　・塩の道ちょうじや　・西丸震哉記念館
・アルプス搗精工場　・アルプス温泉博物館
・国営アルプスあづみの公園（大町・松川地区）
・ラ･カスタ ナチュラル ヒーリングガーデン　
・酒の博物館（現在リニューアル工事中）　・旧中村家住宅
・劇団四季記念館　・ゴッホが愛した 歌川派(浮世絵)美術館

（大町博物館連絡会事務局＝山岳博物館　指導員）

大町博物館連絡会加盟及び｢博物館めぐり案内図｣参加館

大町博物館連絡会加盟館の内外観

企画展・関連イベント 講座・観察会・展示会など

●年間スケジュールは変更となることがあります。今後発行される「山と博物館」
「広報おおまち」などをご覧ください。
●家庭の日は大町市民の入館料無料です。
●年間を通じて65歳以上・小中学生の大町市民は入館料無料です。

平成28年度
博物館年間スケジュール

企画展「北アルプスに蝶が舞う」
２月13日～４月10日まで

常設展「北アルプスの自然と人」のほか

特別展示室で

「山と美術　

 ― 山岳風景画とウッドシャフトピッケル ―」
を通常展示

４月15日～６月５日まで

企画展「鹿島槍ヶ岳カクネ里、氷河への道のり」
６月11日～８月28日まで

■ギャラリートーク

 ・６月11日　午前10時30分～　 午後１時30分～

　（小坂共榮　信州大学名誉教授・調査団団長）

 ・７月10日　報告会終了後

　（飯田肇　立山カルデラ砂防博物館学芸課長・

　 福井幸太郎　同博物館主任学芸員）

 ・８月11日　午前10時30分～　 午後１時30分～

　（鈴木啓助　信州大学教授　調整中）

■カクネ里雪渓（氷河）学術調査団報告会

　― カクネ里雪渓調査フィールドワークと展望 ―

 ・７月10日（日）午後　会場：サンアルプス大町

企画展

「雷鳥～四季を纏う神の鳥～高橋広平写真展」
９月３日～11月27日

■ミュージアムトーク

　９月３日（土）・11月３日（木・祝）　

　いずれも　午前10時～　午後２時～　

■対談　「写真家の視点・研究者の視点から

　　　　　　ライチョウの魅力にせまる（仮題）」

　９月11日（日）　午後１時30分～３時

　会場　山岳博物館講堂

　対談者　高橋広平 氏（雷鳥写真家）

　 　　　 小林　篤 氏（鳥類研究者）

常設展「北アルプスの自然と人」のほか

特別展示室で

「山と美術　

 ― 山岳風景画とウッドシャフトピッケル ―」
を通常展示

12月１日～３月31日まで

※４月15日～６月５日の展示とは展示作品一部交換

おおまち博物館めぐりスタンプラリー

４月１日～２月11日（祝日・飴市）まで

（主催　大町博物館連絡会）

講演会「山博を通して地域資源の再発見
ー 友の会が支える博物館事業から ー」（共催　山博友の会）

４月24日（日）午後１時30分～３時

会場：山岳博物館　講堂

講師：麻田　玲　氏（信州大学研究員）

付属園まつり　どうぶつ写生大会・スタンプラリーなど

（日本動物園水族館協会主催「中部ブロック動物園水族館写生大会」応募作品受付）

４月29日～５月５日　午前９時～午後４時30分

自然ふれあい講座　みんなで温暖化ウオッチ

「セミのぬけがらを探せ！」　

８月４日（木）午前中（予定）

（主催　長野県環境保全研究所　共催　市立大町山岳博物館）

さんぱくこども夏期だいがく　「夕闇動物探検隊」

８月６日（土）　午後６時30分～８時

ライチョウサミット
「第17回ライチョウ会議長野大会」(10月15日～16日）

一般向けイベント「ライチョウサミット」

10月15日（土）午後（時間調整中）

会場：大町市文化会館ほか

（主催　長野大会実行委員会・長野県・大町市）

山の歴史ウォーキング
「体感！山岳文化都市おおまち　木崎湖編」

10月30日（日）午前９時～午後３時

会場：大町市平　木崎湖周辺　　（共催　山博友の会）

安曇野アートライン展（詳細未定）

会場：国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）

安曇野アートライン銀座ＮＡＧＡＮＯ展（詳細未定）
会場：銀座ＮＡＧＡＮＯ しあわせ信州シェアスペース

研究紀要第２号発刊

山の歴史ウォーキング
「体感！山岳文化都市おおまち　平野口編」

６月22日（水）午前９時～午後３時　（大姥堂御開帳日）

会場：大町市平　大町温泉郷～平野口周辺（共催　山博友の会）
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English 中文（繁体字） 한국어 日本語

　平成27年度に行った山岳博物館の行事、活動についてご紹介します。
　山岳博物館では平成28年度も、企画展やイベントを計画しています。また、
博物館が行うべき研究や研究成果の社会還元に努めてまいります。皆様のご
参加ご来館をお待ちしております。

　スバーバルライチョウ、さらには日本のライチョウの飼育

研究のため新しいライチョウ舎３棟が建設されました。

   スバールバルライチョウ飼育始まる 
　富山市ファミリー

パークと石川県立動

物園から３羽の成鳥

と、計27個の卵を

受け入れました。6

羽が卵からかえり、

現在は成鳥、若鳥合

せて７羽の飼育研究

が行われています。

　ライチョウの飼育開

始にあたり、皆様にラ

イチョウへの理解を深

めていただくため企画

展「山博にライチョウ

がやってくる！山博

『ライチョウの里』へ

の再出発」を開催しま

した。

　山岳博物館・長野

県・山博友の会と共

催で「北アルプス

爺ヶ岳でライチョウ

を観察しよう！」を

開催しました。幸い

にもライチョウに合

うことができ、参加

者は大満足でした。

さんぱくこども夏期だいがく「山の妖怪ウォッチ」

 カクネ里雪渓調査の実施 

　山岳博物館など４者で「学術調査団」を組織し、昨

年度から取り組んでいます。今年も悪天候に阻まれ総

合的な調査は断念しましたが、氷に絞り込んだ現地調

査により氷体の移動を確認することができました。

　調査に先駆け５月16日シンポジウム「日本アルプ

スと氷河」を開催しました。

夏期第１回目調査。資材を空

輸するも悪天候に阻まれ調査

団の入山は断念となりました。

夏期第２回目と秋期調査により

氷体の移動が確認されました。

自然ふれあい講座　みんなで温暖化ウオッチ

「セミのぬけがらを探せ！」

　ぬけがらの種類

や量を調べること

で地球温暖化が身

近な自然にどのよ

うな影響を及ぼし

ているのかを考え

る講座です。

（長野県環境保全研

究所との共催）

 学習支援事業、研究成果講演などの展開 　市内小中学校を中心に、

博物館内はもとより、野

外での動植物、地質等の

自然科学、郷土史や暮ら

しなど人文科学に関し年

間55講義・講座を行いま

した。また、他博物館や

民間団体が企画する講座

などへの学芸員派遣も行

われています。

中山高原で火山灰層を採取し調べる。 黒部市歴史民俗博物館での講演（写真：同館提供）

 さんぱく研究最前線　展示 

学芸員の研究成果をお伝えする場として常設展示では割愛せざるを

得なかった事象、新たな研究をまとめた事象などのミニ展示を行っ

ています。本年度は「楽しく安全な登山への一歩」「フクジュソウの

種子発芽とアリの関係」「収蔵資料から見る戦時下の登山」「山の恵

み北安曇地域の温泉」　を３ヶ月交代で展示しました。

 企画展「山岳風景画の世界 ―“山博”収蔵コレクション―」 

　２月13日～４月10日まで開催しています。標本、生態紹介パネルに加え「ちょ

うちょのりりぃ原画展」を併せて行っています。この企画展に際しては山博友

の会の皆さんを中心に当地での種類や個体数の調査や、標本作り講習会なども

行われました。

 企画展「北アルプス山麓の自然に蝶が舞う」
（市立大町山岳博物館・信州大学山岳科学研究所　連携企画展） 　　　　

　例年はゴールデンウィーク期間中に行われます

が、ライチョウ舎建設との関係から今年度は８月

８日～16日の日程で行いました。飼育員手作りの

スタンプラリーなどに加え、松本山雅ＦＣのオ

フィシャルマスコット、ライチョウの「ガンズく

ん」も登場。「おおまぴょん」と一緒に来

場者とふれあいました。ライチョウサポー

ターズ募集もあわせて行いました。

 ４付属園まつりを開催 

 山の歴史ウォーキング 

　今年度からの新事業です。６月20日は大町市街地で、

10月24日は高瀬入をフィールドに開催しました。両日

とも天候にも恵まれ、同行学芸員の山と関わる史跡の

解説を受けながら１日を楽しみました。

 学芸員実習の受入れ 　将来の学芸員を目

指し博物館学を学ぶ

大学生を受け入れ、

博物館実習を行って

います。今年度は３

名の方を受け入れま

したが、いずれも真

剣に実習をされてい

ました。

 安曇野アートラインでの活動 

　安曇野市から白馬村に点在する美術館・博物館では

「安曇野アートライン」を組織し美術振興、誘客活動を

行っています。山博も山岳絵画を収蔵、展示しているこ

とから加盟しています。

 ＱＲコードを導入 

　館パンフレットのＱＲコードを作成し、スマートホン等でご覧いた

だけるようになりました。来館された海外の方も利用されています。

 職場体験学習の受入れ   

　中学、高校で行われる職場体験を

受け入れています。受入れは動物飼

育部門となることから刃物の扱いや

動物との接触事故などの無いことを

一番に考えています。

夏休みに合わせ、山の妖怪をテーマに開催され

ました。鷹狩山山中では「山姥(やまんば)!?」と

も遭遇した模様です。

　７月18日～10月12日の間を会期に開催しました。画家がキャンバ

スを立てた場所の解明、その絵画にまつわる文章など多面的視野で

作品を再評価しました。

シンポジウム「北アルプスと山岳写真の魅力」
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博物館施設
案内はこちら

・市立大町山岳博物館　・大町エネルギー博物館
・大町ダム情報館　・塩の道ちょうじや　・西丸震哉記念館
・アルプス搗精工場　・アルプス温泉博物館
・国営アルプスあづみの公園（大町・松川地区）
・ラ･カスタ ナチュラル ヒーリングガーデン　
・酒の博物館（現在リニューアル工事中）　・旧中村家住宅
・劇団四季記念館　・ゴッホが愛した 歌川派(浮世絵)美術館

（大町博物館連絡会事務局＝山岳博物館　指導員）

大町博物館連絡会加盟及び｢博物館めぐり案内図｣参加館

大町博物館連絡会加盟館の内外観

企画展・関連イベント 講座・観察会・展示会など

●年間スケジュールは変更となることがあります。今後発行される「山と博物館」
「広報おおまち」などをご覧ください。
●家庭の日は大町市民の入館料無料です。
●年間を通じて65歳以上・小中学生の大町市民は入館料無料です。

平成28年度
博物館年間スケジュール

企画展「北アルプスに蝶が舞う」
２月13日～４月10日まで

常設展「北アルプスの自然と人」のほか

特別展示室で

「山と美術　

 ― 山岳風景画とウッドシャフトピッケル ―」
を通常展示

４月15日～６月５日まで

企画展「鹿島槍ヶ岳カクネ里、氷河への道のり」
６月11日～８月28日まで

■ギャラリートーク

 ・６月11日　午前10時30分～　 午後１時30分～

　（小坂共榮　信州大学名誉教授・調査団団長）

 ・７月10日　報告会終了後

　（飯田肇　立山カルデラ砂防博物館学芸課長・

　 福井幸太郎　同博物館主任学芸員）

 ・８月11日　午前10時30分～　 午後１時30分～

　（鈴木啓助　信州大学教授　調整中）

■カクネ里雪渓（氷河）学術調査団報告会

　― カクネ里雪渓調査フィールドワークと展望 ―

 ・７月10日（日）午後　会場：サンアルプス大町

企画展

「雷鳥～四季を纏う神の鳥～高橋広平写真展」
９月３日～11月27日

■ミュージアムトーク

　９月３日（土）・11月３日（木・祝）　

　いずれも　午前10時～　午後２時～　

■対談　「写真家の視点・研究者の視点から

　　　　　　ライチョウの魅力にせまる（仮題）」

　９月11日（日）　午後１時30分～３時

　会場　山岳博物館講堂

　対談者　高橋広平 氏（雷鳥写真家）

　 　　　 小林　篤 氏（鳥類研究者）

常設展「北アルプスの自然と人」のほか

特別展示室で

「山と美術　

 ― 山岳風景画とウッドシャフトピッケル ―」
を通常展示

12月１日～３月31日まで

※４月15日～６月５日の展示とは展示作品一部交換

おおまち博物館めぐりスタンプラリー

４月１日～２月11日（祝日・飴市）まで

（主催　大町博物館連絡会）

講演会「山博を通して地域資源の再発見
ー 友の会が支える博物館事業から ー」（共催　山博友の会）

４月24日（日）午後１時30分～３時

会場：山岳博物館　講堂

講師：麻田　玲　氏（信州大学研究員）

付属園まつり　どうぶつ写生大会・スタンプラリーなど

（日本動物園水族館協会主催「中部ブロック動物園水族館写生大会」応募作品受付）

４月29日～５月５日　午前９時～午後４時30分

自然ふれあい講座　みんなで温暖化ウオッチ

「セミのぬけがらを探せ！」　

８月４日（木）午前中（予定）

（主催　長野県環境保全研究所　共催　市立大町山岳博物館）

さんぱくこども夏期だいがく　「夕闇動物探検隊」

８月６日（土）　午後６時30分～８時

ライチョウサミット
「第17回ライチョウ会議長野大会」(10月15日～16日）

一般向けイベント「ライチョウサミット」

10月15日（土）午後（時間調整中）

会場：大町市文化会館ほか

（主催　長野大会実行委員会・長野県・大町市）

山の歴史ウォーキング
「体感！山岳文化都市おおまち　木崎湖編」

10月30日（日）午前９時～午後３時

会場：大町市平　木崎湖周辺　　（共催　山博友の会）

安曇野アートライン展（詳細未定）

会場：国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）

安曇野アートライン銀座ＮＡＧＡＮＯ展（詳細未定）
会場：銀座ＮＡＧＡＮＯ しあわせ信州シェアスペース

研究紀要第２号発刊

山の歴史ウォーキング
「体感！山岳文化都市おおまち　平野口編」

６月22日（水）午前９時～午後３時　（大姥堂御開帳日）

会場：大町市平　大町温泉郷～平野口周辺（共催　山博友の会）

４月
（16・17）

５月
（14・15）

６月
（18・19）

７月
（16・17）

８月
（20・21）

９月
（17・18）

10月
（15・16）

11月
（19・20）

12月
（17・18）

１月
（14・15）

２月
（18・19）

３月
（18・19）

月
（家庭の日）

まと


